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サークルやグループへの支援 
 
１．ボランティアに取り組むサークルやグループへの支援 

 ボランティアセンターでは、ボランティア活動をおこなっているサークルやグループへの支援に取り

組んでいるが、本稿では今年度新たに整備された事柄を中心に報告したい。第一に、学生の活動を財政

的に支援する「ボランティア学生チャレンジ賞」が始動した１。第二に、大学から「公認団体」格を付

与されていない団体への支援として、未公認団体への看板等の備品の貸し出しがはじまった。これをう

けて「ハビタット MGU」によるキルギスなどでの家の建築活動の報告会や、「エコキャンパスミーティ

ング」による「リサイクル市」の広報などに活用されている。以上が、今年度新たに整備された事柄だ

が、下の【表１】に現在のボランティアセンターによる支援内容をまとめた。様々な目的や活動に取り

組む学生たちに対して、どのように支援していくのか、センターと学生団体の適度な距離感はどこだろ

うか、などの課題はあるが、学生たちの思いが結実し、社会で生きる活動となるよう支援のあり方を探

っていきたいと考えている。 

 

２．ボランティアセンターによる協力事業  

ボランティアセンターでは、学生団体が主催している活動の充実のために、広報や設備利用の支援な

どの協力をおこなっている。今年度は、2005 年の新潟ボランティア参加学生有志による「新潟 Cheer Up

↑↑コンサート」や国際協力系サークル３団体が共催した学生シンポジウム「未来への座標軸～ボラン

ティアと学生の役割」、及び本学生がメンバーに加わっているイベント「『人』と『人』とが繋がる空間

『人＝人』」など５企画への協力をおこなった。 

３．サークル・グループの特技をボランティアに生かす 

 本学には音楽やダンス、スポーツなど、様々な分野のサークルやグループがある。彼らの特技を生か

したボランティアを通して、社会参画へのきっかけとしてほしい、また日頃学生が訪れる機会の少ない

地域の施設を訪問して活動することで、学生と活動先の双方が刺激を得て、社会の活性化と学生の成長

につながればという期待をもち、ボランティアセンターではボランティアをしたい学生と受け入れを希

望する団体のマッチングをおこなっている。活動を希望する学生サークルやグループは、活動内容や希
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望する日程などを記入して、ボランティアセンターに登録及び申し込みをおこなう。また、ボランティ

アを希望する団体は「団体登録２」の手続き後、申し込みをしていただく。学生の活動はホームページ

に掲載し、随時ボランティアを希望する団体が閲覧できるように情報提供している。今年度は９つの学

生サークルが登録をおこない、14 の団体からの依頼があり、マッチングに取り組んだ結果、７つのサー

クルやグループが９つの活動を実現させることができた(【表３参照】)。活動後には「フィードバック

シート」を提出してもらい、活動の様子を知る手がかりとしている。活動をおこなった学生からは「こ

のボランティアがきっかけとなり個人でもボランティアを始めた」という例や、「手話サークルぽっけ」

が「子どもたちに手話の楽しさを伝える活動に関心を持つようになった」などの報告があり、活動の幅

が広がる契機として効果があったといえる。また受け入れた団体にとっても、「デイサービスで管弦楽団

が演奏をおこなったことにより、高齢者と地域の親子の交流が進んだ」などの声をいただき、双方によ

い影響をもたらすことができている。一方課題もある。活動中に子どもにぶつかって怪我を負わせてし

まったり、学生が持参した楽器を子どもが触って壊してしまったりという事故がおこっており、安全性

を上げる対策が必要となっている。また、ボランティアの依頼に対してマッチングを成立させることが

できなかったケースもあり、活動の時期をずらすなどの工夫をすることで、コーディネート能力をあげ

ていきたい。今後は、現在活動しているサークルが継続して取り組めるようなサポートをおこなうこと、

活動するサークルの新規開拓をおこなうこと、友人同士がグループでボランティアをおこなう機会の提

供など、さらなるコーディネートに取り組んでいきたい。                （糸井） 

 

                                                   

１詳しくは本書「Ⅰ．2007 年度活動報告 明学グッズ･ボランティアファンド／学生チャレンジ賞」を参照。 
２詳しくは本書「Ⅰ．2007 年度活動報告 ボランティア募集団体への取り組み」および「ボランティアセンター報告書 第
３号（2006）」を参照。 


